


西条昇の浅草喜劇コレクション
「電気館レヴュー」篇

西条昇の所蔵資料の一部を本文ページ（P12-13）と併せてお楽しみ下さい。

西条 昇　江戸川大学教授、喜劇史研究家。
昭和39年、東京・飯田橋生まれ。幼少期より浅草をはじめとする都内の劇場や
寄席で喜劇と演芸を観て育つ。新聞・雑誌への連載やTV・ラジオ出演も多数。
主な著書に『ニッポンの爆笑王100』『笑伝・三波伸介』など。 

電気館レヴュー第２回公演
『モダーン行進曲』が上演さ
れた昭和４年２月７日発行
のプログラムより。二村定
一が『アラビヤの唄』『君恋
し』を独唱した。

電気館レヴュー第５回公演
『愛の古巣』が上演された昭
和４年２月28日発行の電気
館ニュースの表紙。踊り子の
乳隠しとズロースでの舞踊が
評判となった。

電気館レヴュー第６回公演
『サロメはジャズる』上演の
昭和４年３月７日発行の電気
館ニュースの表紙はレヴュー
ガールが描かれている。

電気館レヴュー団が昭和４年６月24日に
出演した日本青年館での法政大学映画研
究会シニア主催『カレッヂ映画とレヴュー
の夜』のプログラム。『レヴューとジャズ』
と題し、井田一郎バンドも出演。

昭和４年３月14日発行の電気館ニュー
スには電気館レヴューを讃える詩〈そ
はーーー電気館レヴュウ〉と上半身裸
の女性のイラストが掲載されている。


